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回転円板型促進酸化装置による養液栽培培養液中の
植物病原細菌の不活化技術の開発
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◆抗菌性を有する複合シートの創成と、その複合シートを搭載した回転円板型促進酸化装置による
養液栽培培養液中の植物病原細菌の不活化特性の評価

◆太陽光照射下での長期的な不活化特性と消費エネルギーの評価

Nomura, Y., Koga, K., Ohnishi, K., Fukahori, S., Fujiwara, T. Journal of Water Process Engineering,

2022, 48, 102936.

◆円板を半水没で回転させる
ことで、極めて薄い水膜内で
光触媒反応が生じるため、
透過光減衰を緩和しつつ、
青枯病菌を不活化することが
できる。

◆光源として太陽光を用いる
ことで、省エネルギーな不活
化処理が可能となる。

光触媒複合シートを搭載した回転円板型促進酸化装置により、養液栽培培養液中の
植物病原細菌を不活化することで、培養液を循環利用し、肥料を有効利用するとと
もに環境負荷を低減する。
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シート内の繊維周辺に
青枯病菌が観察された

有機物などの共存物質による阻害影響を緩和
養液栽培培養液中の青枯病菌を効率よく不活化可能
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